
事業費 40百万円 41百万円

エスカレーター進
入可否表示

触知案内図
出入口、改札口、トイレ出入口付近に触知案内図
を設置（写真③）

１駅
(愛宕橋駅)

１駅
(愛宕橋駅)

音声案内設備
出入口、トイレ出入口、エレベーター乗降口に音
声案内設備を設置

１駅
(愛宕橋駅)

１駅
(愛宕橋駅)

音響案内設備 触知案内図、改札口に音響案内設備を設置 １駅
(愛宕橋駅)

１駅
(愛宕橋駅)

エスカレーターの増設や更新の際に進入の可否
を表示するポール式案内装置を設置し、併せて
人感センサーを追加（写真④）

７駅
(泉中央駅、八乙女駅、台原
駅、勾当台公園駅、五橋駅、

愛宕橋駅、河原町駅）)

７駅
(泉中央駅、八乙女駅、台原
駅、勾当台公園駅、五橋駅、

愛宕橋駅、河原町駅）)

第３期 仙台市交通局バリアフリー特定事業計画
（前期：令和3年度～令和7年度）に基づく取り組み状況について

１　地下鉄事業
 (１) 南北線
　 ① 駅施設・設備整備

項　目 事業内容 計画箇所数 実施箇所数

ホーム

ホームに櫛ゴムを設置することにより車両との隙
間を縮小（写真②）
※段差は車両更新時に車両を低床化することに
より縮小

全駅 全駅

エスカレーター
ホーム～コンコース間の階段に下りエスカレー
ターを増設（写真①）

５駅
（八乙女駅、台原駅、五橋
駅、愛宕橋駅、河原町駅）

５駅
（八乙女駅、台原駅、五橋
駅、愛宕橋駅、河原町駅）

トイレ
出入口の段差を解消し、ひろびろトイレを含めた
全面的な改修の実施

３駅
（黒松駅、愛宕橋駅、長町

一丁目駅）

３駅
（黒松駅、愛宕橋駅、長町

一丁目駅）

事業費 1,312百万円 1,227百万円

写真①　下りエスカレーター増設(五橋駅) 写真②　　隙間調整材設置

　 ② 誘導・案内設備整備

項　目 事業内容 計画箇所数 実施箇所数



写真⑤　南北線新型(3000系)車両

事業費 2,776百万円 2,688百万円

各項目の事業内容は車両更新に合わせて実施（写真⑤）。

聴覚障害者用ドア開閉動作開始ランプの設置

ホームと車両乗降口との段差縮小（低床化）
※隙間はホームに櫛ゴムを設置することにより縮
小

液晶の車内案内表示装置により、次停車駅の扉
開方向や運行等に関する異常時の情報提供を行
う。

案内・表示 ３編成 ３編成

各車両１箇所に車いす・ベビーカースペースを設
置

低身長者、ベビーカー使用者等の利用も配慮し、
車いす・ベビーカースペースに2段横手すりを設置

乗降口 ３編成 ３編成

車いす・ベビーカー
スペース

３編成 ３編成

写真③　触知案内図（愛宕橋駅） 写真④　ポール式案内装置（八乙女駅）

　 ③ 車両設備整備

項　目 事業内容 計画箇所数 実施箇所数



２　バス事業

※令和3年度からの当初計画では毎年度25両、5か年で125両導入する予定であったが、令和5年度に車両更新計画を
   変更し、令和6年度分の導入車両数を▲10両（25→15両）、更に令和6年度に令和7年度分を▲25両（25→0）にした
　 ことによる。

事業費

 (１) バス停留所設備整備

項　目

バス停留所

乗車人数，夜間の運行便数等を勘案して電照式
標識を設置（写真⑥）

乗車人数，歩道の幅等を勘案して上屋・ベンチを
設置（写真⑦）

40箇所 59箇所

50百万円 45百万円

事業内容 計画箇所数 実施箇所数

23箇所

事業費

項　目 事業内容 計画車両数 実施車両数

25箇所

2,472百万円

 (２) 車両設備整備

バス車両 ノンステップバスを導入（写真⑧）

LED行先表示器

90両 90両

白色LEDを使用し、これまでより明るく遠くからで
も見えやすい 機器に更新（写真⑨）

全車両 全車両(478両)

2,472百万円

写真⑥　電照式標識 写真⑦　上屋・ベンチ

写真⑧　ノンステップバス 写真⑨　LED行先表示器

※

※



３　心のバリアフリー化推進事業

写真⑬　エスカレーターマナーアップキャンペーンの様子

事業期間中の実施予定内容 事業期間中の実施内容

「障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律」及び
「仙台市障害を理由とする差別をなくし障害のある人もない
人も共に暮らしやすいまちをつくる条例」の趣旨や目的、内
容等について、引き続き研修等により職員各自が自らの責
務として障害を理由とする差別を解消するよう職員に周知を
図る。
また、サービス介助士資格の取得推進、接遇研修や知的障
害・精神障害のある方への応対についての研修等に取り組
み、高齢者や障害のある方に快適に地下鉄・バスをご利用
いただくための知識や技術の習得に努める。

・サービス介助士資格の取得及び更新
・職員研修の実施(写真⑩)
・高齢者や障害のある方と現場職員との意見交換会の実施
(写真⑪)
・障害者・高齢者へのアンケート実施
・バリアフリー啓発活動の実施
・障害者の就労体験受け入れ

 (１) 職員へのバリアフリー教育

　バリアフリーの推進には、施設・設備の整備や職員のサ
ポートに加え、高齢者や障害のある方などの移動に制約の
ある方に対する市民の皆様のご理解とご協力が不可欠なた
め、公共交通機関を利用する際のマナーについて車内放送
やポスター掲示等で継続的に啓発活動を行うほか、マナー
アップキャンペーンの実施による、マナーアップへの理解の
推進を図る。

・マナー啓発放送の実施
・バリアフリー/マナーアップポスターの掲出(画像⑫)
・マナーアップキャンペーン等の実施(写真⑬)

画像⑫　掲載ステッカー及びポスター

写真⑩　外部講師による接遇研修の様子 写真⑪　意見交換会の様子

 (２) バリアフリーマナーアップの啓発

事業期間中の実施予定内容 事業期間中の実施内容



写真⑭　交通バリアフリー教室の様子① 写真⑮　交通バリアフリー教室の様子②

 (３) 交通バリアフリー教室の開催

画像⑯　エレベーター・エスカレーター点検予定表
（交通局ウェブサイトに掲載）

画像⑰　ノンステップバス導入情報
（交通局ウェブサイトに掲載）

 (４) バリアフリー情報提供活動

事業期間中の実施予定内容 事業期間中の実施内容

ホームページを活用したタイムリーな情報提供などにより、
高齢者や障害のある方などに限らず、広く市民の方などに
も、地下鉄・バスのバリアフリー情報を積極的にお知らせ
し、ハード、ソフト両面でのバリアフリーの推進に努める。

交通局ウェブサイトへの情報掲載
・地下鉄・バスの安全運行についてまとめた安全報告書
・地下鉄駅のエレベーター・エスカレーターの定期点検予定
及び工事情報(画像⑯)
・バス停への上屋・ベンチ、電照式標識の設置、ノンステップ
バス導入情報(画像⑰)

事業期間中の実施予定内容 事業期間中の実施内容

　小学生を対象に、手助けを必要としている方への声掛け
と、行動することの大切さを理解していただくため、交通局
のバリアフリーへの取り組みや、高齢者や障害のある方へ
の介助法の体験学習の場として、交通バリアフリー教室を
実施する。

車いす、介助体験や設備見学を実施(写真⑭、⑮)

写真⑭　交通バリアフリー教室の様子① 写真⑮　交通バリアフリー教室の様子②


